
令和4年2月1日

林弘法律事務所

弁護士

山中理司様

参議院事務局庶務部文書課

事務局文書の開示の実施について

本日受領いたしました｢事務局文書の開示の実施方法等申出書」により申出の

ありました事務局文書の写しを送付します。

開示する事務局文書の名称

「参議院事務局管理職名簿（令和4年1月4日現在)」

「①政策担当秘書資格試験合格者･選考採用審査認定者数(令和3年11月1

日現在)」

「②令和3年度参議院国会議員政策担当秘書選考採用審査認定の実施につ

いて（お知らせ)」

「③令和3年度参議院国会議員政策担当秘書選考採用審査認定申請の概要」

「④令和3年度政策担当秘書制度関係日程」

「⑤令和3年度参議院国会議員政策担当秘書選考採用審査認定における口述

審査について」

「⑥令和3年度国会議員政策担当秘書選考採用審査認定者登録簿（参議院）

（写)」

担当）文書課電話03 （3581） 3111

（内線74007～74010）



参議院事務局管理職名簿
令和4年1月4日現在

名． ふりがな

隆司 おかむらたかし

職名 氏

事務総長 岡村

史武こばやしふみたけ事務次長 小林

和良くるかわかずよし

健志おおしまたけし

輝光しょうじてるみつ

有恒しのくぼありつれ

悠成おがわゆうせい

要介とんしよようすけ

泰治はしもとやすはる

彦了たおかよしのり

長事務取扱黒秘書課長

秘書主幹

議長秘書

同

副議長秘書

同

議長公邸長

副議長公邸長

川

大嶋

庄司

篠窪

小川

所
本
岡

頓
橋
田

○議事部

議事部長

議事部副部長

真実

和良

金子

黒川

かねこまみ､

くるかわかずよし

衡
雅
貴
良
純

純
和
子
起

議事課長

議事主幹

議案課長

総務主幹

請願課長

内
木
鶴
松
鎌

うちだひろずみ

きぐれまさかず

田

暮
岡
本

つるおかたかこ

まつもとよしき

田 一かまたじゆんいち

○委員部

委員部長

委員部副部長

誠おおくらまこと

朗 こうちいちろう

蔵
地
大
光 壱

加來賢一 かく けんいち

光地壱朗
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調整課長

議院運営課長事務取扱光
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参議院事務局管理職名簿

職名 氏名 ふりがな

第一課長 鎌野慎一かまのしんいち

第二課長 森下伊三夫 もりしたいさお

第三課長 橋本貴義はしもとたかよし

第四課長 宇津木真也 うつぎしんや

第五課長 加藤方五かとうまさゆき

第六課長兼務宇津木真也 うつぎしんや

第七課長 大里慶子おおさとけいこ

第八課長兼務上村隆行かみむらたかゆき

令和4年1月4日現在

○記録部

記録部長 中内 康夫なかうちやすお

記録企画課長

記録企画主幹

速記第一課長

速記第二課長

速記第三課長

大井田 淳おおいだあっし

馬場葉子 ばばようこ

長田 貴子 ながたたかこ

町井直子 まちいなおこ

岩本勝美いわもとかつみ

、

○警務部

警務部長 八鍬敬嗣 やくわけいじ
、

警務課長

警務主幹

警備第一課長

警備第二課長

警備第三課長

本多 浩二 ほんだこうじ

石井 剛 いしいつよし

根本修一ねもとしゆういち

今井 正広 いまいまさひろ

石塚雅人いしづかまさと

1
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参議院事務局管理職名簿
令和4年1月4日現在

職 名

○庶務部

庶務部長

庶務部副部長

同

同

氏名 ふりがな

加賀谷

相澤

森

神戸

ちひろかがやちひろ

達也あいざわたつや

黒土 もり こくど

敬行かんべのりゆき

由將 ふじなおかつ

晋 はやしすすむ

敦史 しばざきあっし

和史まつしたかずふみ

綾子すぎやまあやこ

久志たかしまひさし

啓輝わたなくひろき

博之ふくしまひろゆき

淳司きりたにじゅんじ

文書課長

広報課長

議員課長

人事課長

人事主幹

会計課長

会計主幹

厚生課長

情報システム
安全管理室長

士
崎
下
山
嶋
邊
嶋
谷

富
林
柴
松
杉
高
渡
福
桐

○管理部

管理部長

管理部副部長
藤
井
木
林
崎
木
久

／
◆

伊
光
正
小
山
鈴
佐

文靖いとうふみやす

裕二 みついゆうじ

裕二 まさきゆうじ

一芳こばやしかずよし

邦夫やまざきぐにお

克洋すずきかつひろ

間 譲 さくまゆずる

管理課長

麹 町

議員宿舎長
清 水 谷
議員宿舎長

企画室長

謹員会館監理室長

山下彰人やましたあきひと業務室長

桜田由香里

高久信彦
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電気施設課長

さくらだゆかり

たかくのぶひこ



参議院事務局管理職名簿

職 名 氏、 名 ふりがな

電気施設主幹 鈴木智道すずきともみち

自動車課長 高橋 力 たかはしつとむ

総務主幹 小林孝明こばやしたかあき

令和4年1月4日現在

、

、

○国際部
■

国際部長 大村周太郎おおむら しゅうたろう

小野浩隆 おのひろたか

藥師寺聖一やくしじせいいち

小川 明子 おがわあきこ

国際交流課長

国際企画室長

国際会議課長

○企画調整室

企画調整室長専門員金澤 真志かなざわまさし

千秀やまだせんしゅう

千秀やまだせんしゅう

，勉 ‘はちやつとむ

敦おおさわあつし

企画調整室次長 山田

霊臺篁鑿"職謹山田
総合調査

蜂谷
担当室長

次席調査員 大澤

○常任委員会調査室

委員会調査室豊専門員宮崎
内

首席調査員 岩波

同 三瓶

次席調査員 澤井

同 柿沼

一徳みやざきかずのり

祐子： いわなみゆうこ

朋秀さんぺいともひで

勇人・ さわいはやと

重志かきいましげし

総 務専門員佐藤
委員会調査室長．

首席調査員 荒井

同 皆川

4／7‘ペ

研資 さとうけんすけ

透雅あらいゆきまさ

健一みながわけんいち
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参議院事務局管理職名簿

職 名 氏名 ふりがな

次席調査員 三角 政勝みすみまさかつ

令和4年1月4日現在

委員会調査室萱専門員久保田正志
法

首席調査員 本多恵美

次席調査員 藤乘一道

くぼたまさし

ほんだめぐみ

とうじようかずみち

外交防衛
委員会調査室長

首席調査員

同

次席調査員

茂 かんだしげる

雅史みやざきまさし

和人くつぬぎかずひと

裕一わきたゅういち

専門員神 田

宮崎

沓脱

和喜多

皇員鑿調書室雲専門員小松
首席調査員 野澤

次席調査員 ． 藤井

康志

大介

一裁

こまつやすし

のざわだいすけ

ふじいかずや

菫員鑿調鑿室鬘専門員武蔵
首席調査員 有薗

次席調査員 吉田

誠憲むさししげのり

裕章ありぞのひろあき

博光よしだひろみつ

鬘員圭調鬘室豐専門員佐
首席調査員 寺

同 長

次席調査員 伊

伯
澤
谷

道
泰
明
賢

子 さえきみちこ

大てらさわやすひろ

弘 はせあきひろ

司 いだけんじ田

臺員彗調妻室臺専門員笹口
首席調査員 西村

次席調査員 安藤

裕二ささぐちゆうじ

尚敏にしむらたかとし

利昭あんどう としあき

菫員菫調薑室篝専門員山口
5／7‘ペ
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参議院事務局管理職名簿

職 名 氏名 ふりがな

首席調査員 高野 智子 たかのともこ

次席調査員 新妻健一にいづまけんいち

令和4年1月4日現在

皇員圭謁襄室鬘専門員清野和彦ゞいのかずひゞ
首席調査員 有安 洋樹ありやすひろき

同 村田 和彦むらたかずひこ

次席調査員 瀬戸山順一せとやまじゆんいち

委員会調査室萱難問員金子和裕”ねゞかずひ≦
環

首席調査員 新井賢治 あらいけんじ

委員会調査室臺寡門員星 正彦 ほ上華ひ二
予

首席調査員 崎山 建樹さきやまたてき

菫員会調査室篝専門員亀澤宏徳かめざわひろの。
首席調査員 折茂 建 おりもたける

次席調査員 松本英樹まつもとひでき

墓員篁調薑室豊専門員清水 賢
首席調査員 根岸 隆史

しみずけん

ねぎしたかし

○特別調査室

第一特別
調査室長

首席調査員

岩波 祐子いわなみゆうこ

中西 渉なかにしわたる

第二特別
調査室長

首席調査員

塚本禎宏つかもとよしひろ

廣松彰彦ひろまつあきひこ

特
室
別
長

第
調

一
一
一

海野耕太郎かいのこうたろう
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参議院事務局管理職名簿
令和4年1月4日現在

職 名

首席調査員

氏

泉水

名 ふりがな

健宏せんずいたけひろ

○憲法審査会事務局

事務局

事務局次

総務課

長
長
長

崎
木
村

岡
植
上

慎吾おかざきしんご

祐子 うえきゅうこ

隆行かみむらたかゆき

○情報監視審査会事務局

務
務

事
総

長
長

達也きたわきたつや

直幸ふじわらなおゆき

局
課

北脇
①

藤原

7／7ページ



年度
資格
試験

通

試験 税理士

考も そ用

博士

I 目査 『

著書

ﾖ請

研修 小計

遇

試験 税理士

考採用；

博士

蕃査

著書

忍ヌ
ゴ
ー
『

研修 小計

平成5年度 63 5 4 58 150 217 5 4 58 150 217

平成6年度 33 2 2 13 43 60 2 2 13 43 60

平成7年度 42 2 1 17 32 52 2 1 17 32 52

平成8年度 38 1 1 12 17 31 1 U
Ⅱ

1 12 17 31

平成9年度 39 0 2 11 17 30 0 2 11 17 30

平成10年度 24 2 0 15 26 43 2 0 15 26 43

平成1l年度 22 1 ロ
ロ

1 3 14 19 1 1 2 14 18

平成12年度 12 2 0 4 18 24 2 0 3 18 23

平成13年度 24 8 0 9 26 43 8 0 9 26 43

平成14年度 24 6 1 6 25 38 6 1 6 25 38

平成15年度 19 3
’

2 8 19 32 3 2 7 19 31

平成16年度 22 1
I

2 13 24 40 1 2 13 24 40

平成16年度臨時認定 － 1
I

1■■■■■■ 一 I■■■■■■ 1 1 一 － － 1

F成17年度 26 2 3 8 17 30 2 3 8 17 30

平成17年度臨時認定 1■■■■■■ 1 1 一 _ 2 1 1 － ■■■■■■ 2

F成18年度 27 2 3 7 14 26 2
’

3 7 14 26

F成19年度 29 4 2 14 24 44 4
I

2 14 24 44

F成19年度臨時認定 一 1 ■■■■■■ － 一 1 1 _ － 一 1

F成20年度臨時認定
I■■■■■■ ■■■■■■ 1 ■■■■■■ － 1 － 1 ■■■■■■ 一 1

F成20年度 24 2
’

一 8 16 26 1 － 8 16 25

平成21年度 22 5
’
2 5 23 35 4 1 5 23 33

平成22年度 23 7 3 9 29 48 6
’
3 8 29 46

平成23年度 22 3 1 6 19 29 3 1 6 19 29

平成24年度 26 3 0 2 24 29 3 0 2 24 29

平成25年度 19 7 3 3 34 47 7 3 3 34 47

平成26年度 18 2 1 6 15 24 2 1 6 15 24

平成27年度 17 0 1 5 13 19 0
’
1 5 13 19

平成27年度臨時認定 一 1 ■■■■■■ 一 4■■■■■ 1 1
’

_ － － 1

平成28年度 20 2 ロ
ロ
0 5 23 30 2 ロ 0 5 23 30

平成28年度臨時認定 － 1

I

－ 一 － 1 1 二ｺ ■■■■■■ 一 一 1

平成29年度 15 4 1 3 12 20 4 1 3 12 20

平成30年度 12 4 2 3 23 32 4 2 3 23 32

平成30年度臨時認定 ー 1 ■■■■■■ － I■■■■■ 1 1
_ ■■■■■■ － 1

令和元年度 8 4 0 1 6 24 35 4 0 1 6 24 35

令和2年度 14 2 0 3 2 16 23 2 0 3 2 16 23

令和2年度臨時認定 － 1 _ － － － 1 1 － － － ■■■■■■ 1

令和3年度 12 1 0 2 7 17 27 1 0 2 7 17 27

計 696 94 0 46 268 754 1162 91 0 45 264 754 1154



令和3年5月6日

議員各位

参議院事務局庶務部議員課

令和3年度参議院国会議員政策担当秘書選考採用審査認定の実施について（お知らせ）

令和3年度参議院国会議員政策担当秘書選考採用審査認定を下記の要領で実施しますので、

お知らせいたします。各議員から、政策担当秘書として採用したい者1名について、

参議院選考採用審査認定委員会に申請することができます。

選考採用審査認定は､原則として年1回の実施となっておりますので､審査対象者の要件、

申請受付期間等を確認のうえ、お早めにご申請ください。

記

1 審査対象者の要件及び確認書類

本年度の申請による採用が可能となる令和3年11月1日現在において65歳未満の者

（昭和31年11月3日以降生まれの者）で、かつ、次の(1)～(5)のいずれかに該

当する者です。

（1）高度の試験合格者

司法試験、公認会計士試験、国家公務員採用I種試験若しくは外務公務員採用I種試験又は選

考採用審査認定委員会が定める試験のいずれかに合格している者※国家公務員採用総合職試験を含む。

なお、参議院選考採用審査認定委員会が定める試験は次のとおりです。

医師国家試験歯科医師国家試験

衆議院事務局職員採用I種試験

参議院事務局職員採用I種試験

衆議院法制局職員採用I種試験

参議院法制局職員採用I種試験

国立国会図書館職員採用I種試験

裁判所職員採用I種試験

防衛庁職員採用I種試験

【要件確認のため提出する書類】…合格証書又は合格証明書

※合格証明書は、令和3年5月以降に発行されたものを提出してください。

1



（2）税理士・司法書士（①かつ②に該当する者）

①税理士又は司法書士の資格を有する者の業務に従事した期間が5年以上であること

②以下の「当該業務の補助の業務その他の審査認定委員会が認める業務」に従事した期間と、
①の期間を合算した期間が10年以上であること

税理士

・国税庁、国税局、税務署等の官公署における国税又は地方税に関する業務

・大学等において税法又は会計学に属する科目等の教授、准教授又は講師としての業務

・税理士法人、弁護士法人、監査法人等における租税又は会計に関する業務

司法書士

・裁判所事務官、裁判所書記官、法務事務官、検察事務官、簡易裁判所判事、副検事として
の業務

・大学等において法学に属する科目等の教授、准教授又は講師としての業務

・司法書士法人、弁護士法人等における法務に関する業務

【要件確認のため提出する書類】

税理士． ．…合格証書又は合格証明書等及び税理士証票

司法書士…合格証書又は合格証明書等及び司法書士登録証

※合格証明書は、令和3年5月以降に発行されたものを提出してください。

（3）博士号取得者

博士の学位を授与されている者

【要件確認のため提出する書類】…学位記又は学位授与証明書

※学位授与証明書は、令和3年5月以降に発行されたものを提出してください。

※法科大学院の課程修了者が授与される法務博士は、専門職学位であるため該当

しません。

（4）著書等を有する者（①かつ②に該当する者）

①国若しくは地方公共団体の公務員又は会社、労働組合その他の団体の職員としての在職期間が

通算して10年以上であること

②専門分野における業績が顕著であると客観的に認められる著書等があること

【要件確認のため提出する書類】…審査対象者の氏名が執筆者として記載されている

著書、論文、解説3点以上及び当該著書等に関す

る書評、論評等がある場合にはその写し

※②には、専門分野に関して学会誌等の専門誌又は雑誌、新聞、機関誌に掲載さ

れた論文、解説及び電子媒体による記述でこれらに類するものも含まれます。た

だし、 自費出版、社内誌、同好会誌、 ミニコミ誌、その他広く一般に流通してい

ないものに掲載されたものは除かれます。

※著書等は原本が必要です（外国語の場合は邦文抄訳を添付してください)。審査

結果の通知の際に返却いたします。

2



（5）公設秘書歴があり政策担当秘書研修を修了した者

一定期間以上の公設秘書（第一秘書・第二秘書）歴がある者で、かつ、各議院事務局が実施す

る政策担当秘書研修を受講し、その修了証書の交付を受けている者

【要件確認のため提出する書類】…研修修了証書

※詳細は、同封の「令和3年度参議院国会議員政策担当秘書研修の実施について（お知らせ)」
をご参照ください。

※次のいずれかに該当する者は、選考採用審査認定を受けることができません。

・ 日本国籍を有しない者

・ 禁銅以上の刑に処せられ、その執行を終わらない者又は執行を受けることがなくなるまでの者

・ 公務員として懲戒免職の処分に処せられ、当該処分の日から2年を経過しない者

・ 平成11年改正前の民法の規定による準禁治産の宣告を受けている者（心神耗弱を原因

とするもの以外）

2 申請受付期間

（1）高度の試験合格者、 （2）税理士・司法書士、 （3）博士号取得者、 （4）著書等を有する者

5月6日 （木）～8月5日 （木）

（5）公設秘書歴があり政策担当秘書研修を修了した者

9月17日 （金）～9月24日 （金）

3 申請手続

（1）． 「審査対象者の要件」及び「申請する議員氏名」の確認

前述1に記載の「要件確認のため提出する書類」を持参のうえ、議員課へお越しくだ

さい。 「要件」及び「申請する議員氏名」を確認いたします。 （代理可）

議員課政策担当秘書係（参議院議員会館地下2階）

内線74216.74217直通03(5521)7485

（2）申請書類一式の手交
○

前述（1）の確認後、下記申請書類のうち、①～③の書類をお渡しします。

政策担当秘書選考採用審査認定申請書（様式1）

審査対象者が要件に該当することを申請議員が証明する書類（様式2）

履歴書（所定の様式、写真（縦3cm×横2.5cm) 1枚貼付）
※令和3年度参議院国会議員政策担当秘書研修の修了証書の交付を受けた者については、
政策担当秘書研修の受講申請の際に提出した内容から変更がなければ、提出は不要です。

住民票（令和3年5月以降発行のもので、

本籍地の記載があり個人番号の記載がないもの）

①
②
③

④

3



（3）申請書類一式の提出

申請受付期間内に議員課へお越しのうえ、上記①～④をご提出ください。 （代理可）

却階

司度の試験合格者、 （2）祝埋士・司伝吾士、 （3

5月6日 （木）～8月5日 （木）

公設秘書歴があり政策担当秘書研修を催

9月17日 （令）～9月24日 （令）

お問い合わせ先

参議院事務局庶務部議員課政策担当秘書係（参議院議員会館地下2階）

内線74216.74217直通03(5521)7485電話03(3581)3111

4



選考採用審査認定関係日程について

（5）のいずれかの要件に該当する者1名について申請が可能です。

高度の試験合格者 【要件】 （5）公設秘書歴があり

税理士・司法書士 政策担当秘書研修

博士号取得者 を修了した者

著書等を有する者

※（1）～

【要件】（1）

（2）

（3）

（4）

士
子

↓

↓

5

「

〆

研修受講申請

【受付期間】

5月6日(木)～8月5日(木）

､

1

l ノ

＝ 一

〆 、

受講決定通知 8月下旬
ヒ ノ

／ 、

政策担当 8月30日（月）
l

秘書研修 9月10日（金）

、 ノ

／
選考採用審査認定申請

【受付期間】

9月17日（金）～9月24日（金）

、

、 、 ノ

『

、

口述審査 10月6日（水）
ヒ ノ

言

審査結果通知 10月18B(月）
里 ｮ

／
選考採用審査認定申請

【受付期間】

5月6日（木）～8月5日（木）

、

、 ノ

認定者登録簿登録、採用 11月1日（月）



様式 1

令和3年 月 日

政策担当秘書選考採用審査認定申請書

参議院国会議員政策担当秘書

選考採用審査認定委員長殿

参議院議員 印

下記の者について､令和3年度参議院国会議員政策担当秘書選考採用審査認定を受けたいの

で、審査対象者の要件に該当することを証明する書類を添えて申請する。

（ふりがな ）

審査対象者氏名

（ ）

男 。 女

生年月日

本年11月1日現在の年齢

昭和・平成 年 月 日 （ 歳）

住民票記載の住所

■■■■■

T －

連絡先電話番号
（ ）

携帯電話番号等、御本人に直接連絡のとれる連絡先を御記入ください。

採用予定年月日

(未定の場合は記入不要）
令和 年 月 日



｢悪ﾗｰｺ ＝施規程第"条第‘号該譽者”
令和3年 月 日

政策担当秘書資格試験等実施規程第18条の規定に基づく証明書

印参議院議員

政策担当秘書選考採用審査認定を申請する

以下の試験に合格している。

(審査対象者氏名）は、

合格した試験の名称 合格時期

試験

昭和

平成 年 月

令和



履歴 書

窯二秘書胤設秘書,〕(菫玉順第二秘書M設秘ゞ申請議員との関係

私は、国会議員政策担当秘書資格試験等実施規程第19条ただし書の規定に該当しておりません。

また、この履歴書の記載事項は事実に相違ありません。

令和3年 月 日

氏名

申請議員名

(ふりがな）

氏名

（ ）

性別 男 。 女

生年月日 昭和・平成 年 月 日生 年齢

本年11月1日壷の年齢

（ 歳）

住民票記載

の住所

－

T －

連絡先

電話番号

（ ）

携帯電話番号等、ご本人に直接連絡のとれる連絡先をご記入ください。

区分 年 月 事 項

最終学歴
昭･平

令
卒業・修了・中退

職 歴

※各職歴の始期

及び終期を記入

すること

(特に議員秘書

期間については

漏れなく記入

すること）

昭･平

令

昭･平．

令

昭･平

令

昭･平

令

昭･平

令

昭･平

令

昭･平

令

昭･平

令

昭･平

令

昭･平

令

昭･平

令

昭･平

令



様式 1

令和3年 月 日

政策担当秘書選考採用審査認定申請書

参議院国会議員政策担当秘書

選考採用審査認定委員長殿

印参議院議員

下記の者について､令和3年度参議院国会議員政策担当秘書選考採用審査認定を受けたいの

で、審査対象者の要件に該当することを証明する書類を添えて申請する。

（ふりがな ）

審査対象者氏名

（ ）

男 。 女

生年月日

本年11月1日現在の年齢

昭和・平成 年 月 日 （ 歳）

住民票記載の住所

■■■■■

T －

連絡先電話番号
（ ）

携帯電話番号等、御本人に直接連絡のとれる連絡先を御記入ください。

採用予定年月日

(未定の場合は記入不要）
令和 年 月 日



実施規程第19条第2号該当者用
様式2－2

令和3年 月 日

政策担当秘書資格試験等実施規程第18条の規定に基づく証明書

印参議院議員

政策担当秘書選考採用審査認定を申請する (審査対象者氏名）の

当該業務の補助の業務その業務に従事した期間と審査 ．‐ める資格存 ． ．’

に従事した期間は以下のとおりである。

税理士又は司法書士

税理士に関して

・国税庁、国税局、税務署等の官公署における国税又は地方税に関する業務
・大学等において税法又は会計学に属する科目等の教授、准教授又は講師としての業務

・税理士法人、弁護士法人、監査法人等における租税又は会計に関する業務
司法書士に関して

・裁判所事務官、裁判所書記官、法務事務官、検察事務官、簡易裁判所判事、副検事としての業務
・大学等において法学に属する科目等の教授、准教授又は講師としての業務
・司法雷士法人、弁護士法人等における法務に関する業務

１
２
※
※

合算した期間が10年以上であること、そのうち資格業務期間が5年以上であること。

現職の在職期間については、審査認定を行う月（令和3年10月）現在において算定する。

兼職期間がある場合、在職期間の合計については当該期間を二重に含めないこと。

※3

業務従事期間の始期及び終期
業務従事期間

※3
勤務先 業務内容

昭和･平成･令和 年 月～昭和･平成･令和 年 月

計 年 月



写真貼付欄

縦3×横2.5cm

（写真裏面に

氏名を記入し

て下さい｡）

履歴 書

窯二秘書 私設秘書,］[薑孟篭苛第二秘書 私設秘ゞ申請議員との関係

私は、国会議員政策担当秘書資格試験等実施規程第19条ただし書の規定に該当しておりません。

また、この履歴書の記載事項は事実に相違ありません。

令和3年 月 日

氏名

申請議員名

(ふりがな）

氏名

（ ）

性別 男 。 女

生年月日 昭和・平成 年 月 日生 年齢

本年11月1日現在の年齢

（ 歳）

住民票記載

の住所

一

T －

連絡先

電話番号

（ ）

携帯電話番号等、ご本人に直接連絡のとれる連絡先をご記入ください。

区分 年 月 事 項

最終学歴
昭･平

令
卒業・修了・中退

職 歴

※各職歴の始期

及び終期を記入

すること

(特に議員秘書

期間については

漏れなく記入

すること）

昭･平

令

昭･平

令

昭･平

令

昭･平

令

昭･平

令

昭･平

令

昭･平

令

昭･平

令

昭･平

令

昭･平

令

昭･平

令

昭･平

令



様式 1

令和3年 月 日

政策担当秘書選考採用審査認定申請書

参議院国会議員政策担当秘書

選考採用審査認定委員長殿

印参議院議員

下記の者について､令和3年度参議院国会議員政策担当秘書選考採用審査認定を受けたいの

で、審査対象者の要件に該当することを証明する書類を添えて申請する。

（ふりがな ）

審査対象者氏名

（ ）

男 。 女

生年月日

本年11月1日現在の年齢

昭和・平成 年 月 日 （ 歳）

住民票記載の住所

一

T －
4

連絡先電話番号
（ ）

携帯電話番号等、御本人に直接連絡のとれる連絡先を御記入ください。

採用予定年月日

(未定の場合は記入不要）
令和 年 月 日



実施規程第19条第3号該当者用様式2－3

令和3年 月 日

政策担当秘書資格試験等実施規程第18条の規定に基づく証明書

印参議院議員

政策担当秘書選考採用審査認定を申請する

以下の博士の学位を授与されている。

(審査対象者氏名）は、

※「博士論文の表題」については、外国語で執筆した場合、原題のほか和訳を記載すること。

博士の学位の名称

(授与した大学の名称）

博士

（ 大学）

学位の取得時期 年昭和・平成・令和 月

博士論文の表題※



写真貼付欄

縦3×横2.5cm

（写真裏面に

氏名を記入し

て下さい｡）

履歴 書

罵二秘書 私設秘書)］[灘壹 第二秘書 私設秘ゞ申請議員との関係

私は、国会議員政策担当秘書資格試験等実施規程第19条ただし書の規定に該当しておりません。

また、この履歴書の記載事項は事実に相違ありません。

令和3年 月 日

氏名

申請議員名

(ふりがな）

氏名

（ ）

性別 男 。 女

生年月日 昭和・平成 年 月 日生 年齢

本年11月1日現在の年齢

（ 歳）

住民票記載

の住所

ｲ■■■■

T 一

連絡先

電話番号

（ ）

携帯電話番号等、ご本人に直接連絡のとれる連絡先をご記入ください。

区分 年 月 事 項

最終学歴
昭･平

令
卒業・修了・中退

職 歴

※各職歴の始期

及び終期を記入

すること

(特に議員秘書

期間については

漏れなく記入

すること）

昭･平

令

昭･平

令

昭･平

令

昭･平

令

昭･平

令

昭･平

令

昭･平

令

昭･平

令

昭･平

令

昭･平

令

昭･平

令

昭･平

令



様式 1

令和3年 月 日

政策担当秘書選考採用審査認定申請書

参議院国会議員政策担当秘書

選考採用審査認定委員長殿

参議院議員 印

下記の者について､令和3年度参議院国会議員政策担当秘書選考採用審査認定を受けたいの

で、審査対象者の要件に該当することを証明する書類を添えて申請する。

（ふりがな ）

審査対象者氏名

（ ）

男 。 女

生年月日

本年11月1日現在の年齢

昭和・平成 年 月 日 （ 歳）

住民票記載の住所

ー

T －

連絡先電話番号
（ ）

携帯電話番号等、御本人に直接連絡のとれる連絡先を御記入ください。

採用予定年月日

(未定の場合は記入不要）
年 月令和 日



実施規程第19条第4号該当者用様式2－4

令和3年 月 日

政策担当秘書資格試験等実施規程第18条の規定に基づく証明書

印参議院議員

政策担当秘書選考採用審査認定を申請する (審査対象者氏名）の

公務員又は会社、労働組合その他の団体の職員としての在職期間及び専門分野における業績が

顕著であると客観的に認められる著書等は以下のとおりである。

公務員又は会社、労働組合その他の団体の職員としての在職期間（通算して10年以上）

※現職の在職期間については、審査認定を行う月 （令和3年10月）現在において算定する。

また、兼職期間がある場合、在職期間の合計については当該期間を二重に含めないこと。

在職期間の始期及び終期 在職期間※ 勤務先

昭和･平成･令和 年 月～昭和･平成･令和 年 月

計 年 月



①著書（共同で執筆したものについては、審査対象者の執筆頁を明記すること）

②論文、解説（共同で執筆したものについては、審査対象者の執筆頁を明記すること）

③学会での発表

④その他（上と同じ要領で記入すること）

※著書等の書名、表題については、外国語で執筆等を行った場合、原題のほか和訳を記載すること。

専門分野

書 名 ※ 発行所 発行年月

昭和

平成 年 月
令和

表題 ※ 掲載誌(紙)名 巻号 発行所 発行年月 掲載頁

昭和

平成 年 月
令和

頁～ 頁

表 題 ※ 学会名 開催年月日

昭和

平成 年 月 日
令和



履歴 書

蔦二秘書 私設秘書)〕[壼孟麓亨第二秘書 私設秘ゞ申請議員との関係

私は、国会議員政策担当秘書資格試験等実施規程第19条ただし書の規定に該当しておりません。

また、この履歴書の記載事項は事実に相違ありません。

令和3年 月 日

氏名

申請議員名

(ふりがな）

氏名

（ ‘ ）

性別 男 ． 女

生年月日 昭和・平成 年 月 日生 年齢

本年11月1日現在の年齢

（ 歳）

住民票記載

の住所

P

4■■■■

T
－

連絡先

電話番号

（ ）

携帯電話番号等、ご本人に直接連絡のとれる連絡先をご記入ください。

区分 年 月 事 項

最終学歴
昭･平

令
卒業・修了・中退

職 歴

※各職歴の始期

及び終期を記入

すること

(特に議員秘書

期間については

漏れなく記入

すること）

昭･平

令

昭･平

令

昭･平

令

昭･平

令

昭･平

令

昭･平

令

昭･平

令

昭･平

令

昭･平

令

昭･平

令

昭･平

令

昭･平

令



様式 1

令和3年 月 日

政策担当秘書選考採用審査認定申請書

参議院国会議員政策担当秘書

選考採用審査認定委員長殿

印参議院議員

下記の者について､令和3年度参議院国会議員政策担当秘書選考採用審査認定を受けたいの

で、審査対象者の要件に該当することを証明する書類を添えて申請する。

（ふりがな ）

審査対象者氏名

（ ）

男 . 女

生年月日

本年11月1日現在の年齢

昭和・平成 年 月 日 （ 歳）

住民票記載の住所

一

T －

連絡先電話番号
（ ）

携帯電話番号等、御本人に直接連絡のとれる連絡先を御記入ください。

採用予定年月日

(未定の場合は記入不要）
令和 年 月 日



実施規程第19条第5号該当者用様式2－5

令和3年 月 日

政策担当秘書資格試験等実施規程第18条の規定に基づく証明書

参議院議員 印

政策担当秘書選考採用審査認定を申請する
一

以下のとおり政策担当秘書研修を修了している。

(審査対象者氏名）は、

研修の実施年度 修了証書の番号

平成

令和
年度 参研第 号



履歴 書

窺二秘書 私設秘書)］[菫玉繍第二秘書 私設秘ゞ申請議員との関係

私は、国会議員政策担当秘書資格試験等実施規程第19条ただし書の規定に該当しておりません。

また、この履歴書の記載事項は事実に相違ありません。

令和3年 月 日

氏名

申請議員名

(ふりがな）

氏名

（ ． ）

性別 男 。 女

生年月日 昭和・平成 年 月 日生 年齢

本年11月1日現在の年齢

（ 歳）

住民票記載

の住所

一

T -

ノ

連絡先

電話番号

（ ）

携帯電話番号等、ご本人に直接連絡のとれる連絡先をご記入ください。

区分 年 月 事 項

最終学歴
昭･平

令
卒業・修了・中退

職 歴

※各職歴の始期

及び終期を記入

すること

(特に議員秘書

期間については

漏れなく記入

すること）

昭･平

令

昭･平

令

昭･平

令

昭･平

令

昭･平

令

昭･平

令

昭･平

令

昭･平

令

昭･平

令

昭･平

令

昭･平

令

昭･平

令



令和3年5月6日

議員各位

参議院事務局庶務部議員課

令和3年度参議院国会議員政策担当秘書研修の実施について（お知らせ）

令和3年度参議院国会議員政策担当秘書研修を下記の要領で実施しますので、お知らせ

いたします。各議員から、選考採用審査対象者として申請を予定している者1名について

受講申請することができます。

政策担当秘書研修は､原則として年1回の実施となっておりますので､受講者の要件、

申請受付期間等を確認のうえ、お早めにご申請ください。

記

受講者の要件 ‘

本年度の選考採用審査認定の申請による採用が可能となる令和3年11月1日現在

において65歳未満の者（昭和31年11月3日以降生まれの者）で、かつ、次の（1）

又は（2）に該当する者です。

1

（1）公設秘書(第一秘書･第二秘書)として在職した期間が10年以上の者 ．

（2）公設秘書在職期間が5年以上10年未満で、次の①～③に従事した期間と合算

して10年以上の者

①政党職員（国会議員が所属している政党の職員）

②私設の議員秘書

③国若しくは地方公共団体の公務員又は会社、労働組合その他の団体の職員

として従事した政策立案・調査研究の職務

公設秘書在職期間は申請書類一式の手交前に確認いたします。

※詳細は、後述「3受講申請手続」をご参照ください。

申請受付期間

令和3年5月6日 （木）～8月5日 （木）

2

1



受講申請手続

（1） 「公設秘書在職期間」及び「申請する議員」の確認
「公設秘書在職期間」を議員課へお問合せください。議員課において確認し、
連絡いたします。また、 「申請する議員氏名」を確認いたします。

3

一
」

※現職公設秘書の在職期間は、在職見込みとして

議員課政策担当秘書係
内線74216.74217直通03(5521)7485

（2）申請書類一式の手交

前述（1）の確認後、議員課へお越しください。申請書類をお渡しします。 （代理可）

政策担当秘書研修受講申請書（様式3）

研修受講者の要件に該当することを証明する書類
・前述1の（1）に該当する者の場合（様式4－1）
研修受講を申請する議員の証明

・前述1の（2）に該当する者の場合（様式4－2）
研修受講を申請する議員の証明及び

その議員の属する政党又は会派の確認

履歴書（所定の様式写真（縦3cm×横2.5cm) 1枚貼付）

①
②

③

（3）申請書類一式の提出
申請受付期間内に議員課へお越しのうえ､上記①～③をご提出ください｡(代理可）

申請受付期間 5月6日 （木）～8月5日 （木）

研修期間・時間 ：

令和3年8月30日(月)～9月10日（金）の2週間（土曜日・日曜日を除く実質10日間）
各日とも、 10:00～12:30, 14:00～16:30の2時限･5時間（計20時限・50時間）

4

研修の実施場所

参議院第二別館東棟6階研修室（予定）

5

研修内容及び方法

受講者には「研修受講者のしおり」等を別途配付いたしますので、そちらをご参照
ください。

6

その他

研修期間中、受講者は研修に専念していただきます。電話の取次・伝言等は、
一切お断りいたします。

7

お問い合わせ先

参議院事務局庶務部議員課政策担当秘書係（参議院議員会館地下2階）
電話03(3581)3111 内線74216.74217直通03(5521)7485

2



研修関係日程について

【要件】 公設秘書歴があり

政策担当秘書研修

を修了した者

3

受講決定通知 8月下旬

／ 、

政策担当 8月30日(月）

秘書研修
＄

9月10日(金）

、 ノ

／

、

選考採用審査認定申請

【受付期間】

9月17日（金）～9月24日（金）

、

ノ

〆 、

審査結果通知 10月18日 （月）

、 ノ

〆 、

認定者登録簿

登録、採用
11月1日（月）

、 ダ



令和3年度参議院国会議員政策担当秘書選考採用審査認定申請の概要

令和3年lO月 l4日

参議院事務局庶務部議員課

27件（男性 15名、女性12名）○審査認定申請数

①高度の試験合格者について

1件（国家公務員総合職試験1名）

②博士号取得者について

2件

③著書等を有する者について

7件

④研修修了者について

17件（本年度本院修了 17名）

(参考）

◎平均年齢44． 3歳（最高62歳、最低30歳）

◎会派･要件別一覧

自民…自由民主党・国民の声／立憲…立憲民主・社民／公明…公明党

維新…日本維新の会／民主…国民民主党・新緑風会／共産…日本共産党

沖縄…沖縄の風／れ新…れいわ新選組／碧水…碧水会

みん…みんなの党／無所属…各派に属しない議員



令和3年度政策担当秘書制度関係日程

(参議院）

資格試験

(⑤議員秘書経験者）

選考採用

億
高度の試験合格者

特定分野の資格を有する者

博士号取得者

著書等を有する者 1
3月

資格試験委員会

(実施計画案策定） ’ 審査麗定委員会（実施計画案策定）

秘書問題協蟻会（資格試験実施計画、選考採用審査認定実施計画及び研修実施計画）

’

4月 12(月） 官報掲載（試験案内配付開始）

5月

6（木）

14(金）

受験申込受付開始

I
受験申込受付締切

6（木）研修受講申請受付開始

6(木)お知らせ文書配付

6（木）選考採用審査認定申請受付開始

（①-④' ’

6月

26（土）

(受験票発送）

(受験申込者名簿作成）

1次試験

(午前多肢選択式､午後論文式）

7月

2（金） 資格賦験委員会

(総文式採点対象者決定）

8月

6（金）

ｊ
ｊ
ｊ

火
水
金

Ｉ
１
１

７
５
７

１
２
２

資格賦験委員会

(1次試験合格者決定）

1次試験合格者発表

2次試験(口述式）

資格試験委員会

(最終合格者決定）

5(木）

30(月）

I
研修受講申請受付締切

政策担当秘書研修初日
I

5(木） 選考採用審

(①～④）

坐定申舗受付締切

9月

10(金） 最終合格者発表､合格者登録簿

登録、採用手続可

成績通知申込受付開始

成績通知申込受付締切

10(金）

17(金）

24(金）

I
政策担当秘書研修最終日

研修修了証書交付

選考採用審査認定申請受付開始(⑤）

I
選考採用審査認定申請受付締切(⑤）

10月 (成績通知発送）
l l l

6(水)口述審査

14(木)審査露定委員会(認定者決定）

18(月)審査結果通知

11月 1（月）認定証書授与、認定者登録簿登録



令和3年度参議院国会議員政策担当秘書選考採用審査認定

における口述審査について

1． 目的

国会議員の政策担当秘書資格試験等実施規程（以下「実施規程」 という｡）第22条に

基づき参議院議員から政策担当秘書選考採用審査認定の申請があった27名について、実

施規程第18条に定める口述の方法による審査（以下「口述審査」 という｡）を行い、政

策担当秘書として採用するに相応しいかどうかを審査する。

2． 日時及び場所

日時 令和3年10月6日 （水）

場所 参議院第二別館東棟6階会議室

3．実施方法

(1)口述審査は、

口述審査員は、

する。

口述審査員3名で構成する口述審査班2班によって行うこととし、

審査認定委員長が参議院事務局及び参議院法制局の職員の中から委嘱

(2)口述審査班の主任審査員は、専門員、事務局・法制局の部長又は糊lj調査室長と

し、事務局・法制局の副部長、課長等又は首席調査員等を陪席審査員とする。

（別紙1－a参照）

(3)口述審査は、実施規定第19条各号に定める審査認定を受けることができる者の要件

ごとの審査対象者の区分にしたがい、それぞれの評定の基準及び方法（4．参照）に

基づいて行う。

(4)審査対象者に対する質問等の発言は、主として主任審査員が行い、陪席審査員は、

必要がある場合に補足的に質問する。

(5)口述審査班の主任審査員は、 口述審査班の審査の結果を議員課長に提出し、

議員課長はそれを審査認定委員会に報告する。

4．評定基準及び評定方法

■■■■

1
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[参考］

○政策担当秘書選考採用審査（口述）の際の質問例 (別紙1-d参照）

3



別紙1－a

令和3年度参議院国会議員政策担当秘書選考採用審査認定
口述審査員

令和3年10月6日 （水）

◎第1班
①主任審査員
■■■■■■■■■■ ■■■■■■

②陪席審査員
0■■■■■■■■■■ ■■■■■■

③陪席審査員
I■■■■■■■■■■ ■■■■■■

◎第2班
①主任審査員
■■■■■■■■■■ ■■■■■■

②陪席審査員
q■■■■■■■■■■ ■■■■■■

③陪席審査員
q■■■■■■■■■■ ■■■■■■



別紙1－b

令和3年度参議院国会議員政策担当秘書選考採用審査認定
口述審査日程

令和3年10月6日（水）実施
第1班 第2班

陥
陥
姥

１
１
１

陀
陀
蛇

１
１
１

前午

１
ＪI ｝ ［

I I 1 ）
掴砺

臘
■
■
１
日

午後 ロ
ロ
卓
『
‐
〕

■■｝ ’ I計 I

※選考採用審査認定申請者数
研修コース 17名
試験コース 1名
博士コース 2名
著書コース 7名
合計 27名
※審査時間は、対象者1名当たり0■■

Iｒ
ｋ



別紙1－c

令和3年度参議院国会議員政策担当秘書選考採用審査認定口述審査

評定票

審査対象者氏名 （ふりがな）順番

〈〈順番>〉

要件

(対象者氏名） 区分
審査員氏名 《役職名》 審査開始予定時刻

第審査室
(審査員氏名） 面闇荊都該リ

－

I

’



別紙1－．

令和3年度参議院国会議員政策担当秘書選考採用審査認定

口述審査の際の質問例

一
一

■■■■■■■■■

■

■■■■■■■■

■

■■■■■■■■■

一
一

■■■■■■■■■■■

■■■■■■■■

1
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一
一
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■■■■■■■■■
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令和3年度国会議員政策担当秘書選考採用審査認定者登録簿(参議院） （写）

認定番号 認定者氏名
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